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山形大学医学系研究科看護学専攻（博士後期課程） 

学生募集要項 
 
 
１ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

【医学系研究科】 

医学系研究科は，自ら考え，現代の多様な課題を解決する力を持つ人間性豊かな医療人・研究者・

技術者等を養成するため，医学専攻，先進的医科学専攻及び看護学専攻を設置しています。 

医学専攻及び看護学専攻は，医学又は看護学を広く修め，専門領域における高度の研究能力と，豊

かな学識及び高い倫理観を備えた医療人を育成するとともに，広く各方面において，将来の指導的役

割を果たす人材の育成を行います。 

また，先進的医科学専攻は，医学部出身者のみならず薬学，理学，工学，農学，人文社会科学，コ

メディカル，行政など幅広い分野からの学生を受け入れ，21世紀を先導できる創造力と応用力及び実

行力に富んだ高度な研究者，高度専門医療従事者及び高度研究支援技術者を育成します。 

医学系研究科の求める学生像は以下のとおりです。 

 

◆求める学生像 

・病気の治療や予防により，人の健康を維持，増進することについて，強い意欲のある人 

・専門領域において高い問題意識と倫理観を持ち，自身の研究能力を積極的に向上させる意欲のある人 

・様々な分野の研究者と協力し合い，多様で複雑な課題に対する有効で具体的な解決策の探求を行う意

欲のある人 

 

以上のような観点から各専攻では，次のような学生を求めています。 

 

【看護学専攻】 

看護学専攻は，研究マインドのある自立した看護高度専門職業人として，看護の質の向上を推進する

ため，高い倫理観を持ち，理論・技術開発からシステムづくり，人づくりまで統合的かつ学際的な視野

で促進できる人材を育成し，我が国の来るべき超高齢社会に貢献することをめざしています。 

 

看護学専攻の求める学生像は以下のとおりです。 

 

◆求める学生像 

・高い問題意識を持って専攻したい領域における看護研究を推進できる基礎能力を有する人 

・基本的人権擁護と高い倫理意識を兼ね備え，人々の自己決定を支援できる人 

・人間性に優れ，豊かな学識の涵養に努めるとともに，研究マインドのある看護高度専門職業人とし

て，教育・研究・看護実践活動に貢献する意志がある人 

 

◆入学者選抜の基本方針 

 上記の求める学生像で示す能力等を有する人を多面的・総合的に評価するため，以下の方法により選

抜します。 

一般入試（筆記試験，口頭試問，提出書類の審査結果を総合して判定） 

 

２ 募集人員 

  令和７年度（秋季入学）    若干人 

  令和８年度（春季入学）    ３人 

  ※「令和７年度（秋季入学）」は令和７年10月入学，「令和８年度（春季入学）」は令和８年４月入

学となる。 
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３ 出願資格 

  次の各号のいずれかに該当する者又は令和７年度（秋季入学）においては令和７年９月までに，令

和８年度（春季入学）においては令和８年３月までに該当する見込みの者 

① 修士の学位又は専門職学位を有する者 

② 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者 

④ 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位又

は専門職学位に相当する学位を授与された者 

⑤ 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51 年

法律第 72号）第１条第２項に規定する 1972 年 12 月 11 日の国際連合総会決議に基づき設立された

国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者 

⑥ 外国の学校，学校教育法施行規則第 156 条第３号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教

育課程を履修し，大学院設置基準第 16 条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，

修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

⑦ 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第 118 号） 

⑧ 本研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で，24歳に達した者 

 

４ 入学資格審査 

出願資格の⑦又は⑧により出願しようとする者は，あらかじめ志願する教育研究分野の教授と相談

の上，次の（１）に掲げる提出書類により入学資格の認定を受けること。 
（１） 入学資格審査書類 

① 入 学 資 格 審 査 願 本要項に添付の所定の用紙を使用すること。 

② 入学資格認定審査調書 本要項に添付の所定の用紙を使用すること。 

③ 業 績 調 書 

（１） 本要項に添付の所定の用紙を使用すること。 

（２） 論文 

ア 出願資格の⑦の者 

論文を記入し，そのうち一つを選定し，論文の写しと要旨

（1,000 字以内）を添付すること。 

イ 出願資格の⑧の者 

申請者の実務を通して作成された志願領域に関する論文

を記入し，そのうち一つを選定し，論文の写しと要旨

（1,000 字以内）を添付すること。 

※ 論文は単著のものとするが，共著の場合は申請者が筆頭

著者のものに限る。 

④ 研究歴・実務経験証明書 

本要項に添付の所定の用紙に，ア又はイを記入すること。 

ア 出願資格の⑦の者 

  ２年以上の研究歴を有することの証明 

イ 出願資格の⑧の者 

  ３年以上の実務経験を有することの証明 

⑤ 最 終 学 校 成 績 証 明 書 出身学校長が作成し，厳封したもの。 

⑥ 最 終 学 校 卒 業 証 明 書 出身学校長が作成したもの。 

⑦ 審査結果通知用返信封筒 長形３号封筒に住所・氏名を記載し 110 円分の切手をはったもの。 

（２）入学資格審査書類の提出期間   

令和７年５月７日（水）から５月 15 日（木）まで（土・日曜日を除く。） 

（郵送の場合も５月 15日（木）まで必着とする。） 

受付時間は，各日とも９時から 16時 30分までとする。 

 なお，郵送の場合は書留速達扱いとし，封筒に「看護学専攻（博士後期課程）入学資格審査書類

在中」と朱書きすること。 
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（３）入学資格審査書類の提出先 

〒990‐9585 山形市飯田西２丁目２－２ 

           山形大学医学部入試担当   電話（023）628‐5049 

（４）入学資格審査認定基準 

ア 出願資格の⑦ 

  筆頭著者論文があること 

イ 出願資格の⑧ 

  大学，短期大学，専修学校，各種学校等の卒業者で，次の各号のすべてに該当する者 

（ａ） 志願する教育・研究領域に関わる実務経験が３年以上（実質）あること 

（ｂ）（ａ）の実務を通して作成された当該教育・研究領域に関する筆頭著者論文があること 

（ｃ） 研究テーマをもち，意欲的に学ぶ姿勢があること 

（５）入学資格審査結果の通知期日 

令和７年５月 29日（木） 

 

５ 出願手続 

（１） 出願受付期間及び提出方法 

令和７年６月５日（木）から６月 11 日（水）まで（土・日曜日を除く。） 

（郵送の場合も，６月 11 日（水）まで必着とする。） 

受付時間は，各日とも９時から 16時 30分までとする。 

 なお，郵送の場合は書留速達扱いとし，封筒に「看護学専攻（博士後期課程）出願書類在中」と

朱書きすること。 

（２） 出願書類 

出願者は次に掲げる①～⑧の書類（在職中の者は①～⑨の書類）を取りそろえ，出願期間内に

提出すること。 
出 願 書 類 出 願 書 類 作 成 上 の 注 意 

① 

入 学 願 書 
履 歴 書 
写 真 票 
受 験 票 

本要項に添付の所定の用紙を使用すること。 
※ 「４ 入学資格審査」認定により出願する者は，入学資格審査結果

通知書の写しを添付すること。 

② 成 績 証 明 書  注 ） 最終学歴出身学校長が作成し，厳封したもの。 
③ 修了（見込）証明書 注） 最終学歴出身学校長が作成したもの。 

④ 

収納証明書 
（「収納証明書はり付

け台紙」にはり付け
て提出すること。） 

令和７年度（秋季入学）は令和７年９月，令和８年度（春季入学）は
令和８年３月に本学大学院修士課程（博士前期課程）又は専門職学位課
程修了見込みの者及び本学出願後に入学後の国費外国人留学生奨学金の
受給が決定されている者については，検定料は不要なので，必ずその旨
申し出ること。 
 
１ 検 定 料 30,000円 
２ 払込期間 令和７年５月 29 日（木）10：00 から 

６月 11 日（水）16：30 まで 
３ 払込方法 

クレジットカード又はコンビニ端末により払い込むこと。日本国外か
ら出願する場合は，クレジットカードで支払うこと。 

   いずれの方法で支払う場合でも，別途必要となる手数料については，
志願者が負担すること。 

   支払い方法の詳細については本要項７～８ページも併せて確認する
こと。 

   検定料の支払い後，「収納証明書」（ファミリーマートで支払った場合
は，レシート）を「収納証明書はり付け台紙」にはり付けて，出願期間
内に本学に届くように提出（郵送（書留速達）又は持参）すること。 

４ 既に払い込んだ検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があって
も返還しない。 
なお，申出期限は令和８年３月 31日（火）までとする。 
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出 願 書 類 出 願 書 類 作 成 上 の 注 意 

④  

（１）検定料を払い込んだが出願しなかった場合（出願書類を提出し
なかった場合又は出願が受理されなかった場合を含む。） 

（２）誤って検定料を二重に払い込んだ場合 
（３）出願後に国費外国人留学生奨学金の延長が決定し，本学に入学 

する場合 
※ 返還についてのお問合せ先：医学部入試担当 

⑤ 返 信 用 封 筒 
受験票の送付に使用するので，定形封筒（長形３号）に志願者の氏名及
び送付先を記入し，110 円分の切手をはること。なお，速達を希望する者
は，410 円分の切手をはること。 

⑥ ラ ベ ル 票 本要項に添付のラベル票に郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入すること。 

⑦ 業 績 調 書 

１ 修士論文又は主な研究論文 
（１）修士論文等 

・修士論文を有する者は学位論文の写しとその要旨（1,000字程度） 
・修士論文が未完成の者（令和８年３月修了予定者）は修士に
おける研究計画書を提出し，修士論文完成後に論文と要旨を
併せて提出すること。 

（２）上記以外の者は，論文などの写し及びその要旨（1,000 字程度） 
２ 業績リスト 
 次の事項をＡ４判用紙に記載したもの（様式及び枚数は任意）。 
 年号は西暦で統一し，著者名は論文等に記載された順に記載すること。 
 ア 論文：著者名，題名，掲載誌，巻，ページ，年を明記すること。 
 イ 著書：著者名，書名，題名，出版社，発行年を明記すること。 
 ウ 学会等発表：著者名，演題名，学会名，場所，年を明記すること。 
 エ 社会活動の概要：専門職者としての社会活動について明記すること。 

⑧ 研 究 計 画 書 看護研究の課題，動機，目的，方法について，Ａ４判用紙２枚にまとめ
ること（様式は任意）。 

⑨ 受 験 許 可 書 出願時に在職中の者は，本要項に添付の所定の用紙を使用すること。 
注 1）入学資格審査認定により出願しようとする者は，前頁②③を提出する必要はない。 

注 2）外国人留学生等は，各出願書類の「氏名」欄を姓（Last（Family）Name）,名（First(Given)Name）,

ミドルネーム等の順で記入すること。 

 

（３） 出願書類等の提出先 

〒990‐9585 山形市飯田西２丁目２－２ 

            山形大学医学部入試担当   電話（023）628‐5049 
 

※ 出願書類等の提出に先立ち，12 ページの別表２「令和７，８年度山形大学大学院医学系研

究科看護学専攻博士後期課程研究指導体制」を参照し，11 ページの別表１「教育・研究領域及

び連絡を受ける教員」に記載してある教員と，研究内容等について打合わせを行うこと。 

 

６ 入学者選抜方法 

 筆記試験，口頭試問及び提出書類により総合的に判定する。 

① 筆記試験 

英語：英和・和英辞典の持ち込み可（電子辞書，医学看護学等専門辞書を除く。） 

小論文：和文又は英文の小論文 

② 口頭試問 

 修士論文又は学術論文の内容，専攻分野における教育・実践活動の実績，研究能力等に関し個別面接

を行う。 

 

７ 試験日程・試験場所 
試 験 実 施 期 日 時  間 試 験 科 目 試 験 場 

令和７年７月２日（水） 

9：00～10：30 英 語 
山形大学医学部 
（山形市飯田西２丁目２－２） 

11：00～12：30 小 論 文 
14：00～15：30 口 頭 試 問 

英語及び小論文については試験室で，口頭試問については担当教授室でそれぞれ実施する予定である。 
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８ 受験者心得 
（１）受験票について 
・試験当日は，受験票を持参し，試験場に入場する際に提示すること。 
・試験場では，常に受験票を携行し，受験中は係員の指示に従うこと。また，試験室では受験票に記載
されている受験番号と同じ番号がはられている席に着くこと。 

・試験当日，受験票を忘れた場合は，入場の際，係員に必ず申し出て，仮受験票発行の手続きをとること。 
・受験票を紛失した場合は，速やかに医学部入試担当に申し出ること。 

（２）受験者は試験開始時刻30分前までに試験場に到着すること。 
（３）試験開始時刻に遅れた場合は，係員に申し出て指示を受けること。 
（４）試験開始後20分を経過した後は，試験室への入室は認めない。 
（５）筆記試験等における留意点について 
・受験票のほかに試験時間中，机の上に置けるものは，鉛筆（シャープペンシルも可），消しゴム，鉛
筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類を除く。），時計（辞書，電卓，端末等の機能があるもの，
それらの機能の有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・キッチンタイマーや学習タイマー・大
型のものを除く。※試験室に時計はない。），眼鏡，ハンカチ，ティッシュペーパー（袋又は箱から
中身だけを取り出したもの。），目薬とする。なお，英語の試験の際は，英和・和英辞典（電子辞書，
医学看護学等専門辞書を除く。）の持ち込みを可とする。 

 ・試験室では，他人のものを借用したり，共用してはいけない。 
 ・不正行為があると認められた者の答案は，すべて無効とする。 
（６）携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマートグラス等。），タブ

レット端末，電子辞書，ICレコーダー，イヤホン，音楽プレーヤー等の電子機器類は試験室に入る
前に必ず電源を切っておくこと。アラーム機能をもつ電子機器類はアラームの設定を解除した上
で電源を切ること。試験時間中に，これらをかばん等にしまわず，身に付けていたり手に持ってい
たりすると不正行為となることがある。なお，イヤホンについては耳に装着していれば使用して
いるものとして不正行為になる。 

（７）英文字がプリントされている服等は着用しないこと。着用している場合には，脱いでもらうことが
ある。 

（８）試験が午後にわたるため，昼食を持参することが望ましい。 
 
９ 合格者発表 
  令和７年７月17日（木） 11時 
  山形大学大学院医学系研究科ホームページ「入試情報」に合格者の受験番号を掲載するとともに，合

格者に郵送で通知する。 
  なお，電話等によるお問合せには一切応じない。 
 
10 入学手続 
（１） 入学手続期間 

令和７年７月22日（火）から７月29日（火）まで（土・日曜日を除く。） 
    （郵送の場合も，７月29日（火）まで必着とする。） 
（２） 納付金 

入学料 282,000円 
（ただし，令和７年度（秋季入学）は令和７年９月，令和８年度（春季入学）は令和８年３月に

本学大学院修士課程（博士前期課程）又は専門職学位課程を修了し，引き続き本課程に進学す
る者は不要。） 

（３） 提出書類 
① 入学誓書 
② 写真（３か月以内撮影，上半身，無帽，正面，カラー，縦4.0cm×横3.0cm） 
③ その他 
※ 入学手続の詳細については，合格通知の際に本人宛てに通知する。 
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11 授業料 
（１） 授業料 

年額  535,800円（予定額） 
（２） 納付方法等 

入学後に納付する。 
「年１回払い」，「年２回払い」，「年10回均等払い」，「年10回ボーナス併用払い」から選択できる。 

（注） １．上記の金額は，未確定のため予定額である。 
２．在学中に改定が行われた場合は，改定時から新授業料が適用される。 
３．納付方法等詳細については，合格通知の際に通知する。 

 
12 注意事項 
（１） 出願手続後の出願書類の内容変更は認めない。 
（２） 出願書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には，入学決定後であっても，

入学許可を取り消すことがある。 
（３） 入学試験に関する個人情報は次の目的のために利用する。なお，この目的以外に当該情報を第

三者に開示，提供及び預託することはない。 
① 入学者選抜試験実施のため      
② 入学手続業務のため 
③ 入試統計調査のため         
④ 就学上必要な本学での業務のため 
⑤ その他大学として必要な業務のため 

 
13 参考事項 

独立行政法人日本学生支援機構の奨学金制度等がある。 
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入学検定料支払い方法 

【クレジットカードで支払う場合】 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

【コンビニ端末から支払う場合】※日本国内からの出願者限定 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

【検定料支払いに関するお問合せ先】 

運用会社 株式会社キャリタス 

「学び・教育」出願・申込サービスサポートセンター 

０１２０－２０２０７９（24 時間受付） 

インターネット決済 e-apply「学び・教育」出願・申込サービス

（https://e-apply.jp/n/yamagata-gs-c)にアクセスする。 

「はじめに」を選択し内容を確認する。 

その後，「申し込む」ボタンを選択する。 

個人情報等（志願する研究科・専攻・コース名，氏名，住所など）を選択・入力する。 

クレジットカード（VISA・Master・JCB・AMERICAN EXPRESS・MUFG カード・DC カード・UFJ カード・

NICOS カード）により支払う。 

「収納証明書」を「収納証明書はり付け台紙」にはり付け，他の出願書類とともに，入学を志願す

るコースに郵送（書留速達）又は持参により提出する。 

コンビニ（セブンイレブン，ローソン，ミニストップ，ファミリーマート）に設置している端末

機で「入学検定料等支払」もしくは「大学・短大、専門、小・中・高校等お支払い」を選択する。

（手順はコンビニによって異なるため，次ページに添付の「入学検定料支払い方法」を確認してく

ださい。） 

大学名・志願する研究科・専攻・コース名等を選択し，個人情報等を入力する。 

出力される払込票を持って，コンビニのレジで検定料を支払う。 

「収納証明書」を受け取り，切り取り線から切り取る。(ファミリーマートで支払った場合は，レ

シートを受け取る。切り取る必要は無い。)

「収納証明書」（ファミリーマートで支払った場合は，レシート）を「収納証明書はり付け台紙」に

はり付け，他の出願書類とともに，志願するコースに郵送（書留速達）又は持参により提出する。 

「収納証明書」を印刷し，切り取り線から切り取る。 



▼
　　　　　　　　  をタッチし、申込情報を入力して「払込票／申込券」を発券してください。山形大学大学院

入学検定料等支払

学び・教育

TOP画面の
「学び・教育」より
お申込みください。

最寄りの「セブン-イレブン」
にある「マルチコピー機」へ。

＊お支払い済みの入学検定料はコンビニでは返金できません。
＊お支払期限内に入学検定料のお支払いがない場合は、入力された情報はキャンセルとなります。
＊すべての支払方法に対して入学検定料の他に、払込手数料が別途かかります。

①コンビニのレジでお支払いください。

「取扱明細書」（マルチコピー機）または
「払込受領証」（Loppi）。

②お支払い後チケットとレシートの2種類を
お受け取りください。 ②お支払い後

レシート（受領書）を
お受け取りください。

お支払いが完了しましたら、入試要項などの
指示に従って出願書類を郵送してください。

コンビニ端末でお申込みの場合（インターネット不要）

https://www.family.co.jp

TOP画面の
「保険／学び・教育」より
お申込みください。

最寄りの「ファミリーマート」
にある「マルチコピー機」へ。

https://www.ministop.co.jp
https://www.lawson.co.jp

TOP画面の
「各種サービスメニュー」より

お申込みください。

最寄りの「ローソン」「ミニストップ」
にある「Loppi」へ。

学び・教育

保険／学び・教育

大学・短大・大学院
入学検定料支払いサービス

学び･教育･各種検定試験

「各種申込（学び）」を含むボタン

大学・短大、専門、
小・中・高校等お支払い

（セブン-イレブン、ローソン、ミニストップ） （ファミリーマート）

本学「入学検定料支払い」ページにアクセス

https://e-apply.jp/n/yamagata-gs-c

＜パソコン・スマートフォン＞
＊出願期間最終日のインターネットからのお申
込みは日本時間の16時30分までとなります。
余裕を持ってご利用ください。

＊PDFファイルを印刷するためのプリンターが
必要となります。

※カード決済完了後の修正・取消はできま
せん。申込を確定する前に、内容をよくご確
認ください。

入力内容が表示されます。間違いがな
ければ、次のページで表示される「受付
番号（12桁）」を必ず控えたうえ、お支
払い画面に進んでください。

画面の指示に従って出願する入
試を選んだ後、基本情報を入力。

※PDFファイルを印刷するためのプリンター
が必要となります。

クレジットカードでお支払い

●お支払いされるカードの名義人は、受
験生本人でなくても構いません。
但し、前段の画面で入力する基本情
報は、必ず受験生本人のものを入力し
てください。

から

お支払い後に上記URLまたは支払い完了
メールに記載されたURLへアクセス（※1）し、

PDFファイルをダウンロードの上、印刷
してください。
※1：お申込の際に発行された「受付番号
（12桁）」が必要です。

上記URLからアクセス

から

クレジットカードでお申込みの場合

＊画面ボタンのデザインなどは
   予告なく変更となる場合があります。

【入試に関するお問合わせ先】 山形大学 医学部入試担当  TEL 023-628-５０４９（受付時間）平日 8：30～17：00／土・日・祝日及び12月29日～1月3日を除く
【操作などのお問合わせ先】 学び･教育サポートセンター   https://e-apply.jp/　TEL 0120-202079／Eメール cvs-web@career-tasu.co.jp

※コンビニ店頭ではお応えできません。

出願書類

端末より「払込票」（マルチコピー機）または「申込券」（Loppi、マルチコピー機）が
出力されますので、30分以内にレジにてお支払いください。

1

2

3

お
申
込
み

お
支
払
い

出
願

入学検定料支払方法

https://www.sej.co.jp/services/multicopy

コンビニで受け取った「取扱明細書」「（レシート）」等」または「受領書（レシート）」
等は出願が完了するまで大切にお手元に控えておいてください。

マルチコピー機 マルチコピー機
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山形大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程概要 

 
１ 設置の目的 

 本専攻は，研究マインドのある自立した看護高度専門職業人として，看護及び介護の質の向上を推進

するため，看護・介護の理論・技術開発からシステムづくり，人づくりまで統合的かつ学際的な視野で

促進できる人材を育成し，我が国の来るべき超高齢社会に貢献することをめざしています。 

 

２ 本専攻の教育理念 

（１） 看護・介護の質の向上を統合的に促進できる人材育成 

 人々の安全と安心，健康と尊厳ある生活を支え，超高齢社会に向けて人づくり・システムづくり

を促進できる，研究マインドのある，自立した看護高度専門職業人を育成する。 

（２） 人材育成像（看護・介護の質向上を統合的に促進する観点から） 

・ 看護・介護の安全と質を保証する教育・研究・実践活動を自立して展開できる人 

・ 高齢社会を担う子どもの健やかな心を精神発達への支援から高齢者の健康支援，虚弱・介護

を要する高齢者，在宅療養者の尊厳ある生活を支援する看護・介護に関する教育・研究・実践

活動を自立して展開できる人 

・ 高齢社会の看護高度専門職業人に不可欠な，加齢理論・看護薬理学に基づく高齢者の疾病予

防と生活支援の基礎理論を開発・整備し，教育・研究・実践への貢献を自立して展開できる人 

 

３ 教育課程 

（１） 本専攻は，看護・介護サービス利用者の安全と安心の保証，尊厳ある生活と健康支援の発展に

貢献し，看護・介護の理論・技術・システム・人材育成の統合的な開発力を備えた人材育成をめ

ざす観点から，教育・研究分野を「高齢社会看護学」としています。本教育・研究分野は，「安

全・管理支援看護学」と「生涯生活支援看護学」の２領域で構成されています。選択した教育・

研究領域に定める次の授業科目についてすべて履修し，18単位を修得しなければなりません。か

つ，博士論文の審査に合格することを修了の要件とする。 

教育・研究分野 教育・研究領域 授 業 科 目 単位数 

高 齢 社 会 看 護 学 

安全・管理支援看護学 

高齢社会看護学特論 

安全・管理支援看護学研究方法演習 

安全・管理支援看護学フィールド実習 

高齢社会看護学特別研究 

２ 

２ 

４ 

10 

生涯生活支援看護学 

高齢社会看護学特論 

生涯生活支援看護学研究方法演習 

生涯生活支援看護学フィールド実習 

高齢社会看護学特別研究 

２ 

２ 

４ 

10 

 

（２） 授業科目の講義等の概要   別表３（13ページ） 

 

４ 大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例 

 在職しながらの就学を希望するものに対し，大学院設置基準第14条では，「大学院の課程において

は，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期において授業又

は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。」旨規定されており，社会人の就

学に特別措置を行うことができるよう配慮されている。それを踏まえ，本研究科看護学専攻では，教

育方法の特例による教育を実施しているため，希望する場合は，出願前に別表１（11ページ）の『教

育・研究領域及び連絡を受ける教員』に記載してある教員にその旨を伝えること。 
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長期履修学生制度について 

 
 この制度は，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限（３年）を超えて一定の期間にわ

たり計画的に教育課程を履修し，修了することができる制度である。 

 

１ 対象者 

 職業を有する者並びにその他やむを得ない事情のある者を対象とする。 

 

２ 長期履修期間 

 標準修業年限（３年）を，３年を限度として延長することができる。 

 ただし，長期履修学生が，修業年限の２倍（６年）を超えても，なお修了できない場合は，除籍の対

象となる。 

 

３ 申請方法についてのお問合せ先及び申請書提出先 

 〒990‐9585 山形市飯田西２丁目２－２ 

           山形大学医学部看護学科担当   電話（023）628‐5082 
 なお，長期履修に関する申請書は，原則として入学時（手続時）に受け付ける。 

ただし，必要な場合は，修了予定学年の開始前までに申請することができる。 

 

４ 授業料 

（１） 長期履修における授業料年額は，次のとおりとなる。 

 

    授業料年額×修業年限（３年）÷許可された修業年限 

 

   （例）修業年限が６年で許可された者の授業料（令和６年度）の年額 

      535,800 円×３年÷６年＝267,900 円（年額） 

 

（２） 授業料の決定は，長期履修結果通知時に行う。 

（３） 在学中に授業料の改定が行われた場合は，新授業料が適用される。 

     その際は，改めて通知する。 
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別表１ 
 

教育・研究領域及び連絡を受ける教員  
教育・ 

研究分野 
教 育 ・ 研 究 領 域 連絡を受ける教員 

高 

齢 

社 

会 

看 

護 

学 

分 

野 

安
全
・
管
理
支
援
看
護
学
領
域 

１．安全で安心できる医療・看護・介護を創るために，

看護の技術教育・実践における安全支援，看護者の

職務満足の向上，看護の人材供給に関する教育・研

究を行う。 

 

２．看護マネジメントまたは皮膚・排泄ケア領域におけ

る課題解決のために，組織的な看護サービス提供に

関する研究を行う。 

布施 淳子 

 

片岡ひとみ 

生
涯
生
活
支
援
看
護
学
領
域 

１．人々の生涯にわたる健やかな生活を支援するため 

に，高齢社会を担う子どもの心と精神の発達・医学

的見地からの教育支援，加齢と疾病予防の基礎的研

究，地域住民の健康教育や健康行動の促進，精神保

健促進への支援を包含した，総合的な研究支援に関

する教育・研究を行う。 

 

２．高齢者の尊厳ある生活・療養を支援するために，虚

弱高齢者・排泄障害のある高齢者の自立支援，中高

年者の療養上の意志決定支援，認知症及び障害のあ

る高齢者，医療依存度の高い在宅療養者の看護支援

やそれを支える多職種連携に関する教育・研究を行

う。 

櫻田  香 

 

古瀬みどり 

 

松田 友美 

 

森鍵 祐子 

 

藤田  愛 

 

諏佐 真治 

 

（注） 志願者は，出願書類等の提出に先立ち，上表の当該教育・研究領域の連絡を受ける教員と研究内

容，履修計画等の打合せを行うこと。なお，教員と打合せを行う場合は，次へ連絡すること。また，

令和７年度授業時間割等を確認したい方は，山形大学ホームページ（ホーム > 大学紹介 > 情報公開 

> 教育情報の公表 > 各学部・研究科の学生便覧（令和７年度 入学生用））から「山形大学大学院医

学系研究科看護学専攻（博士課程）便覧」を参照すること。 

 

   （連絡先） 

    山形大学医学部入試担当 

        電話（023）628‐5049 
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別表２ 

令和７，８年度山形大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程研究指導体制 
 （配置教員数：８名） 

高 齢 社 会 看 護 学 分 野 

専門領域 担 当 教 員 研 究 指 導 内 容 

（看護の安全・安心の保証，人的資源の供給充実に貢献する教育・研究） 

安
全
・
管
理
支
援
看
護
学
領
域 

 
教 授  布施 淳子 
 
 
 
 
教 授  片岡ひとみ 
 
 

（安全支援） 
 医療の安全を推進する関連研究として医療安全教育，リスク

マネジメント，看護実践能力の育成，継続教育，キャリア発達

に関する研究を指導します。 
 
（管理支援） 
 看護サービスの視点から，皮膚・排泄ケア領域におけるマネ

ジメントに関する研究を指導します。 

（健康と尊厳ある生活支援に必要な，看護・介護を包括的に支援する教育・研究） 

生
涯
生
活
支
援
看
護
学
領
域 

 
教 授  森鍵 祐子 
 
 
 
教 授  藤田  愛 
 
 
 
 
教 授  櫻田  香 
 
 
 
教 授  古瀬みどり 
 
 
教 授  松田 友美 
 
 
 
教 授  諏佐 真治 

（生涯生活支援） 
 地域で生活する人々の健康行動や健康づくりを支援するため

の健康教育や保健事業の展開，包括的支援のための管理機能等

に関する研究を指導します。 
 
リプロダクティブヘルス/ライツの視点で，女性のライフステ

ージにおける健康問題や支援に関する研究を指導します。妊産

婦の栄養，身体活動，睡眠，授乳に関する研究を指導します。 
 
（療養支援） 
 加齢に伴う身体の変化，疾病に関する研究を広く取り扱い指

導します。神経系疾患に関する看護，リハビリテーション，支

援，介護などについての研究を指導します。 
 
 医療依存度の高い療養者の在宅療養生活の安定化を図る看

護，介護継続に関する研究を指導します。 
 
 在宅療養の継続に係る看護ケア技術の開発や超音波装置等の

生体反応計測機器を用いたケアの評価，褥瘡や栄養等，在宅療

養の自立支援に関する研究を指導します。 
 
糖尿病診療では看護師による効果的な患者教育は極めて重要

です。この点に基づき，健康教育介入による発症予防，行政と

の連携による重症化予防，特定行為による高齢者在宅医療支援

等をテーマに，糖尿病患者の支援に関する研究を指導します。 
 



― 13 ― 

別表３ 

カリキュラムの編成と授業科目  
分
野 

授 業 科 目 内      容 

高 

齢 

社 

会 

看 

護 

学 

分 
野 

高 齢 社 会 看 護 学 特 論 
（必修・２単位） 

【概要】 
高齢社会を担う子どもの健やかな心と精神発達への

支援から高齢者の健康支援，虚弱，介護を要する高齢

者，在宅療養者の尊厳ある生活の支援に関する教育・

研究・実践活動の実際と課題について論述する。 
また，高齢社会における看護・介護の安全と質の保

障，加齢による疾病と生活の支援に関する基礎理論な

らびに看護への応用について論述する。 

演 

習
（
一
科
目
選
択
） 

安全・管理支援看護学研究方法演習 
（選択必修・２単位） 

【概要】 
 医療安全，看護管理，看護政策の領域に関し，特論

及び国内外の文献を通して会得した系統的知識基盤を

もとに，各自の研究課題に沿ったシステム開発及び看

護の質の保証に有用な研究方法を教授する。 

生涯生活支援看護学研究方法演習 
（選択必修・２単位） 

【概要】 
 地域で生活する人々の健康支援，子どもの発達支

援，排泄障害を有する高齢者の自立支援，認知症及び

障害のある高齢者の在宅療養支援について，各自の研

究課題に沿った演習を行う。系統的知識基盤をもと

に，理論構築並びに技術開発に有用な研究方法を教授

する。 
 また，加齢による日常生活への影響・高齢者の疾病

予防，服薬管理の基礎理論について，薬理学上の分析

手法を用いた演習を行う。 

実 

習
（
一
科
目
選
択
） 

安全・管理支援看護学フィールド実習 
（選択必修・４単位） 

【概要】 
 特論・研究方法演習を踏まえ，医療・看護の安全，

看護管理に関連したテーマに基づき，専攻する教育・

研究領域および各自の研究課題に則した施設において

組織一員としての見聞を広め，その中で，研究課題の

基盤となる理論構築を検証することで，研究マインド

のある看護高度専門職業人にふさわしい見識を養う。 

生涯生活支援看護学フィールド実習 
（選択必修・４単位） 

【概要】 
 特論・研究方法演習を踏まえ，地域で生活する人々

の健康支援，子供の発達支援，高齢者の自立支援，認

知症及び障害のある高齢者の在宅療養支援，また，老

化による日常生活への影響や看護薬理学の視点から，

高齢者ケアの質の保証に有効な機能を果たす高度専門

職業人として実践活動等，各々の研究課題の基盤とな

る試験的取り組み（仮説設定の系統的事例検討），又

は，実践フィールドにおける指導者としての専門分野

の活動を実際に展開し，事前・事後の成果について，

系統的で科学的根拠に基づく評価の実際を学習する。

このことによって，研究マインドのある看護高度専門

職業人にふさわしい見識を養う。 

高齢社会看護学特別研究 
（必修・10 単位） 

【概要】 
 特論，研究方法演習，フィールド実習の成果を踏ま

え，高齢先進地域の看護・介護支援に有用な研究課題

について，各自の研究テーマに沿って自立した研究能

力を形成するための学位論文作成の過程を指導する。 
 

（修了要件  18単位） 



 

受 験 番 号  
※1 

 
令和７年度（秋季入学）・令和８年度（春季入学） 

山形大学大学院医学系研究科看護学専攻（博士後期課程） 

入  学  願  書 
 

ふ  り  が  な  生   年   月   日 

氏 名 

 
 

昭和 
平成 
※２ 

 
年 齢 歳  性 別 男 ・ 女 

現 住 所 

〒    － 

 
    
 

Ｔ Ｅ Ｌ （    ）    － 
携帯電話           －      － 
メールアドレス 

出 願 資 格 

（大学・研究科・専攻名）  
 

 
昭和・平成・令和※2   年   月  修  了 

                                修了見込 

入 学 区 分 
令和７年度（秋季入学） ・  令和８年度（春季入学） 

（該当事項を〇で囲んでください。） 

志 望 教 育 ・ 

 研 究 領 域 

 
指 導 予 定 教 員 

 

入学に関し通知 
を受ける場所 

〒    － 
    Ｔ Ｅ Ｌ（   ）   － 

   携帯電話    －   － 

 
（注）１．志望教育・研究領域及び指導予定教員については，12ページの別表２を参照し専門領域名及び担当教員名を記入する

こと。 
   ２．※1 印の欄は，記入しないこと。 

３．外国人留学生等は，※2 印の欄を西暦で記入しても構わない。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年   月   日  



 

履    歴   書 
 
 

 
受  験  番  号  ※1 

氏  名 
 

区分 年  月 事  項 
 

 
 
 
 
 

学 
 

 
 
 
 
歴 

※ 

２ 

昭・平・令  年  月 立  高等学校 卒業 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

 

 
 
 
 
 
 
職 

 

 
 
 
 
 
歴 

※ 

２ 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

  

医
療
関
係
取
得
免
許
※
２ 

取得(見込)年月 取  得  免  許 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

昭・平・令  年  月 
 

 

【記入上の注意】 

１ ※1印の欄は，記入しないこと。 

２ 外国人留学生等は，※2印の欄を西暦で記入しても構わない。 

３ 学歴欄は，高等学校卒業後の学歴を記入すること。ただし，外国での修学歴がある者は，小学校入学時から記入 

すること。 

４ 職歴欄は，勤務先，勤務部署，職名等を記入すること。 

５ 欄が不足する場合は，複数枚印刷し使用すること。 

 



令和７年度（秋季入学）・令和８年度（春季入学） 

山 形 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 

看 護 学 専 攻 （ 博 士 後 期 課 程 ） 

写 真 票 

受験番号 ※ 

ふりがな  

氏  名  

入学区分 
□令和７年度（秋季入学） 

□令和８年度（春季入学） 
（□内に✓を付けること。） 

志望教育・ 

研究領域 
 

 

写    真 

 
○上半身無帽正面向出願前３か月以内に撮影したもの 

○写真の裏面全面にのり付けし，下の枠内にはり付けること 

（縦４㎝×横３㎝） 

 

 

 

 

 

写真はり付け欄 

※印の欄は，記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 
  



令和７年度（秋季入学）・令和８年度（春季入学） 
山 形 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 
看 護 学 専 攻 （ 博 士 後 期 課 程 ） 

受 験 票 
受験番号 ※ 

ふりがな  

氏  名  

入学区分 
□令和７年度（秋季入学） 
□令和８年度（春季入学） 
（□内に✓を付けること。） 

 志望教育・ 
研究領域 

 
 

学力検査等日時・科目 
期日：令和７年７月２日（水） 

時 間 科目 

９：00～10：30 英  語 

11：00～12：30 小 論 文 

14：00～15：30 口頭試問 

※印の欄は，記入しないこと。 

以下の「受験者心得」を事前に読んでおくこと。 

 

受験者心得（抜粋） 
⑴ 受験票について 

 ・試験当日は，受験票を持参し，試験場に入場する際に提示すること。 

 ・試験場では，常に受験票を携行し，受験中は係員の指示に従うこと。また，試験室では受験票に記載されて

いる受験番号と同じ番号がはられている席に着くこと。 

⑵ 受験者は試験開始時刻 30分前までに試験場に到着すること。 

⑶ 試験開始時刻に遅れた場合は，係員に申し出て指示を受けること。 

⑷ 試験開始後 20分を経過した後は，試験室への入室は認めない。 

⑸ 筆記試験等における留意点について 

 ・受験票のほかに試験時間中，机の上に置けるものは，鉛筆（シャープペンシルも可），消しゴム，鉛筆削り

（電動式・大型のもの・ナイフ類は除く。），時計（辞書，電卓，端末等の機能があるもの，それらの機能の

有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・キッチンタイマーや学習タイマー・大型のものを除く。※試

験室に時計はない。），眼鏡，ハンカチ，ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけを取り出したもの。），

目薬とする。なお，英語の試験の際は，英和・和英辞典（電子辞書，医学・看護学等専門辞書を除く）の持

ち込みを可とする。 

 ・試験室では，他人のものを借用したり，共用してはいけない。 

 ・不正行為があると認められた者の答案は，すべて無効とする。 

⑹ 携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末，タブレット端末（スマートウォッチやスマートグラス等。），

電子辞書，ICレコーダー，イヤホン，音楽プレーヤー等の電子機器類は試験室に入る前に必ず電源を切って

おくこと。アラーム機能をもつ電子機器類はアラームの設定を解除した上で電源を切ること。試験時間中に，

これらをかばん等にしまわず，身に付けていたり手に持っていたりすると不正行為となることがある。なお，

イヤホンについては耳に装着していれば使用しているものとして不正行為になる。 

⑺ 英文字がプリントされている服等は着用しないこと。着用している場合には，脱いでもらうことがある。  

⑻ 試験が午後にわたるため，昼食を持参することが望ましい。 



                        

                      
 
 

受験番号 

※ 

 

 

収納証明書はり付け台紙 

 

 

 

 

 

フリガナ  

 

氏名 
 

 

 

 

← 

「収納証明書」を切り取り，この欄にはり付けてください。
（ファミリーマートで支払った場合は，レシートを切らずに
はり付けてください。） 

 

（注）※印の欄は記入しないでください。 

 

 

 

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラベル票
 
 

  

様 

電話番号   （   ）   

※  
受  験  番  号    

様 

    

 

受  験  番   
 

注１ ２つの欄全てを記入してください。 

 ２ ※印の欄は，記入しないでください。 

 ３ 合格通知を確実に受け取ることのできる郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入してください。 

 ４ 出願後，住所変更した場合は，速やかに連絡してください。 



 
 
 
 

受 験 許 可 書 
 
 
 

氏  名  

生年月日   昭和・平成※   年   月   日  

所属機関の名称 

   所在地 

所属部署・職名等 

 

上記の者が，山形大学大学院医学系研究科の入学試験を受験することを許可します。 

 

 

 

 

 

 

令和   年  月  日 

 

 

 

山形大学大学院医学系研究科長 殿 

 

所属長又は任命権者 

 

職・氏名                    職印 

 

 

（注）外国人留学生等は，※印の欄を西暦で記入しても構わない。 

 
 

 



 
※1 

整 理 番 号 
 
 

 
 

入  学  資  格  審  査  願  
 

 

□令和７年度（春季入学） 

山形大学大学院医学系研究科看護学専攻（博士後期課程）学生募集に， 

 □令和８年度（春季入学） 

以下により出願したいので，事前審査をお願いします。 

 

令和※2    年    月    日 

 
(注） １ ※1印の欄は，記入しないこと。 

２ 外国人留学生等は，※2 印の欄を西暦で記入しても構わない。 
  

出  願  資  格 
（２頁「３．出願資格」を参照

の上、□内にレを付けること） 

□ 「出願資格⑦」 

□ 「出願資格⑧」 

ふ    り   が   な 

氏       名 

 

住       所 

〒    － 

電  話  番  号 

 

自  宅    （      ）       － 

 携帯電話           －       － 

最 終 学 校 ・ 学 部 

・  学  科  名  等 

 
 
 

昭和・平成・令和※2   年    月    日卒業（修了） 

現       職 

 

志 望 教 育 ・ 

研 究 領 域 

 

指 導 予 定 教 員 

 



※1 
整 理 番 号 

 
山形大学大学院医学系研究科看護学専攻（博士後期課程） 

 

入 学 資 格 認 定 審 査 調 書  
（入学資格審査用）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）１ ※1印の欄は，記入しないこと。 
２ 外国人留学生等は※2印の欄を西暦で記入しても構わない。 
３ 「学会及び社会における活動等」欄は，学会・研究科会等に入会した年月を明記すること。 

（現在申請中の場合はその旨明記すること。） 
 

 

ふ  り  が   な  

氏      名 

 

 
（男・女） 

 

生  年 
月  日 

 
昭和 
平成   年  月  日 
※２ 

現  住  所 
〒      － 

学歴（高等学校入学時から記入すること。ただし，外国での修学歴がある者は，小学校入学時から記入すること。）  

年   月   日※2 学  校  名 在学年数 

   年  月  日～  年  月  日   

   年  月  日～  年  月  日 
  

   年  月  日～  年  月  日 
  

   年  月  日～  年  月  日   

   年  月  日～  年  月  日   

職                   歴 

年   月   日※2 勤  務  先 在職年数 

  年  月  日～  年  月  日   

  年  月  日～  年  月  日   

  年  月  日～  年  月  日 
  

  年  月  日～  年  月  日 
  

  年  月  日～  年  月  日 
  

  年  月  日～  年  月  日 
  

  年  月  日～  年  月  日 
  

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等 

年   月   日※2 事              項 

  



※ 
整 理 番 号 

 
 

        山形大学大学院医学系研究科看護学専攻（博士後期課程） 
 

  業   績   調   書  
    （入学資格審査用）  

 

ふ り が な 

氏   名 
 

１ 志望理由 

 

２ 現在の研究内容 

 

３ 研究業績等 

 

（注）１ ※印の欄は，記入しないこと。 
            ２ 枠内に全て記入することができない場合は，新たな用紙（Ａ４判）を用いて記入すること。 
 



令和※  年  月  日 

 
 

研究歴・実務経験証明書 
（入学資格審査用） 

 
 
職  名                    

氏  名                    
 

生年月日※  昭和 

平成 

    （ 男  ・  女 ） 

 

上記の者の研究歴・実務経験は下記のとおりであることを証明します。 

 

記 

   年  月  日※ 身分（研究機関名） 研 究 ・ 実 務 内 容 

年   月   日 
 

年   月   日 
  

年   月   日 
 

年   月   日 
  

年   月   日 
 

年   月   日 
  

年   月   日 
 

年   月   日 
  

 
 

住   所 
 

所属長氏名                  職印 
 
 
 

（注）外国人留学生等は，※印の欄を西暦で記入しても構わない。 

年   月   日  
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